
第１回 自転車の安全で適正な利用の促進
に関する検討委員会

令和元年１１月７日（木）





１ 本県の自転車による交通事故の現状

① 自転車事故の年別推移

年
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

区分

件数 1,693 1,575 1,546 1,421 1,360 1,184 1,060 998 875 785 

指数 100 93 91 84 80 70 63 59 52 46 

死者 12 6 7 6 4 3 5 5 6 1 

指数 100 50 58 50 33 25 42 42 50 8 

負傷者 1,653 1,558 1,505 1,403 1,345 1,172 1,052 986 862 782 

指数 100 94 91 85 81 71 64 60 52 47 
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② 全交通事故に対する自転車事故の割合

※ H21年の指数を100とする

・本県の自転車事故件数は平成21年以降減少しており、
平成28年には、1,000件を下回っている。

・本県の全交通事故に対する自転車事故の割合も、減少
しており、近年は約10％の横ばいで推移している。
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１ 本県の自転車による交通事故の現状

③ 全負傷者に対する自転車事故による負傷者の割合

・県内の交通事故による負傷者及び自
転車事故による負傷者ともに減少傾向
にある。

・全負傷者に対する自転車事故による
負傷者の割合も減少傾向にあり、近年
は９％台の横ばいで推移している。
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１ 本県の自転車による交通事故の現状

④ 月別発生状況

区分 件 数 死 者 負傷者

月 平30年 前年 増減数 平30年 前年 増減数 平30年 前年 増減数

１月 45 63 △ 18 2 △ 2 45 61 △ 16

２月 64 76 △ 12 64 76 △ 12

３月 56 71 △ 15 1 △ 1 55 71 △ 16

４月 61 85 △ 24 62 84 △ 22

５月 64 76 △ 12 64 75 △ 11

６月 53 79 △ 26 51 79 △ 28

７月 63 67 △ 4 63 64 △ 1

８月 75 71 4 1 △ 1 74 68 6

９月 63 47 16 1 △ 1 64 47 17

10月 80 71 9 1 1 79 70 9

11月 74 81 △ 7 76 81 △ 5

12月 87 88 △ 1 1 △ 1 85 86 △ 1

合計 785 875 △ 90 1 6 △ 5 782 862 △ 80

区分 件 数 死 者 負傷者

曜日 平30年 前年 増減数 平30年 前年 増減数 平30年 前年 増減数

日曜 65 75 △ 10 63 74 △ 11

月曜 116 140 △ 24 116 139 △ 23

火曜 120 146 △ 26 1 △ 1 119 143 △ 24

水曜 126 140 △ 14 1 2 △ 1 125 137 △ 12

木曜 122 137 △ 15 1 △ 1 120 136 △ 16

金曜 131 143 △ 12 1 △ 1 133 139 △ 6

土曜 105 94 11 1 △ 1 106 94 12

合計 785 875 △ 90 1 6 △ 5 782 862 △ 80

⑤ 曜日別発生状況

・10月から12月にかけて事故が多く発生している。

・通勤や通学等での利用が多くなる月曜日から金曜
日の平日が事故件数が多くなっている。
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１ 本県の自転車による交通事故の現状

⑥ 相手車両別発生件数

車両 乗用車 貨物車 特殊車 二輪車 軽車両

歩
行
者
等

列
車

物
件
等

相
手
な
し

不
明
・
対
象
外
当
事
者

合計

区分

大
型

中
型

準
中
型

普
通 軽

ミ
ニ
カ
ー

大
型

中
型

準
貨
物

普
通 軽

大
型

小
型

751
cc
以上

401
cc
～
750
cc

251
cc
～
400
cc

軽

原

二

原

一

自

転

車

そ

の

他

H30 1 339 291 6 2 7 20 72 1 1 1 11 6 5 3 6 7 779

前年 2 385 327 1 3 4 4 17 69 2 3 15 9 9 4 9 3 866

増減数 △ 2 1 △46 △36 △ 1 3 △ 2 3 3 3 1 △ 1 △ 2 △ 4 △ 3 △ 4 △ 1 △3 4 △87

⑦ 市町村別発生状況
市町村
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村
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郷
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高
千
穂
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日
之
影
町

五
ヶ
瀬
町

合
計

区分

件数 445 92 92 17 19 41 2 18 3 11 1 3 4 15 8 1 3 3 6 1 785

死者 1 1

負傷者 444 90 93 18 19 40 2 17 3 11 1 3 4 15 8 1 3 3 6 1 782

構成比
（％）

56.7 11.7 11.7 2.2 2.4 5.2 0.3 2.3 0.4 1.4 0.1 0.4 0.5 1.9 1.0 0.1 0.4 0.4 0.8 0.1 100
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１ 本県の自転車による交通事故の現状

⑧ 時間別発生状況

区別 件 数

死 者 負傷者
件数の
構成比
（％）時間 平30年 前年

07～09 199 203 200 25.4 

09～11 93 90 92 11.8 

11～13 78 80 78 9.9 

13～15 80 68 1 78 10.2 

15～17 113 154 114 14.4 

17～19 128 155 126 16.3 

19～21 48 67 49 6.1 

その他 46 58 45 5.9 

合計 785 875 1 782 100.0 

・通勤や通学等での利用が多くなる7時から9時、15時
から19時の時間帯の事故件数が多くなっている。

・年代別では、通学等で自転車を使用する高校生が最
も多く、次いで75歳以上の高齢者が多くなっている。

区分

件数 死者 負傷者

年代

未就学児

就園児 1 1 

小学生 48 47 

中学生 92 91 

高校生 213 218 

一般少年 28 27 

20～24歳 35 34 

25～29歳 29 28 

30歳代 41 40 

40歳代 61 61 

50歳代 52 52 

60～64歳 26 26 

65～69歳 51 51 

70～74歳 27 27 

75歳以上 81 1 79 

合計 785 1 782 

⑨ 年代別発生状況
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１ 本県の自転車による交通事故の現状

⑩ 類型別・年代別発生状況

年代別 幼 児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

高
齢
者

そ
の
他

合
計

類型別

未
就
園
児

就
園
児

人 対 自転車 1 1 1 2 5 

自
転
車

対

車

正面衝突 2 1 2 5 

追突進行中 1 1 2 

追突その他 2 1 2 5 

出合頭 1 40 61 135 89 152 478 

右折時 7 23 18 27 75 

左折時 3 9 33 20 38 103 

追越・
追抜時

1 2 5 8 

すれ違い時 1 2 4 7 

その他 2 13 17 20 36 88 

小計 1 47 91 212 155 265 771 

踏切事故

単独事故 1 3 5 9 

合 計 1 48 92 213 159 272 785 

⑪ 原因別・年代別発生状況

年代別 幼 児
小
学
生

中
学
生

高
校
生

高
齢
者

そ
の
他

合
計

原因（違反別）

未
就

園
児

就
園
児

信号無視 1 2 2 4 9 

通行区分違反 2 7 2 3 14 

左折違反

右折違反 1 1 

優先通行妨害等 1 1 2 

灯火違反

交差点安全進行義務違反 9 13 34 12 40 108 

徐行違反 2 2 

一時不停止 1 8 8 10 8 5 40 

自転車の通行方法違反

ブレーキ故障

酒酔い運転

ﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾌﾞﾚｰｷ操作不適 1 1 4 6 

脇見等 5 20 66 51 94 236 

安全不確認 23 17 43 31 46 160 

その他の違反 3 4 2 5 14 

違反なし 2 27 46 45 68 188 

調査不能 3 2 5 

合 計 1 48 92 213 159 272 785 
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２ 自転車損害賠償保険の主な種類

○ 自転車損害賠償保険等は、大きく個人向けと事業者向けに区分される。
○ 日常生活の中で発生した自転車事故における対人対物への補償は、個人賠償責任保険で対応することが可能。
（ただし、業務で自転車を使用中に発生した事故は補償されない。）

＜個人向けの保険＞

保険の種類 保険の概要

個人賠償責任保険

自転車利用者向け保険 自転車事故に備えた保険

自動車保険の特約 自動車保険の特約で付帯した保険

火災保険の特約 火災保険の特約で付帯した保険

傷害保険の特約 傷害保険の特約で付帯した保険

団体保険
会社等の団体保険 団体の構成員向けの保険

PTAの保険 PTAや学校が窓口の保険

共 済 各種共済

TSマーク付帯保険 自転車の車体に付帯した保険

＜事業者向けの保険＞

保険の種類 保険の概要

施設賠償責任保険（名称は施設所有管理者賠償責任保険等、保険会社によって異なる） 業務遂行中の事故に備えた保険

TSマーク付帯保険 自転車の車体に付帯した保険

＜自転車貸出事業者向けの保険＞

保険の種類 保険の概要

施設賠償責任保険（名称は施設所有管理者賠償責任保険等、保険会社によって異なる） 利用者（借受人）の事故に備えた保険

TSマーク付帯保険 自転車の車体に付帯した保険
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３ 主な自転車事故による高額賠償事例

賠償金額 判決日 裁判所 被害者 被害状況 加害者

9,521万円 平成25年7月4日 神戸地裁
女性（62歳）
歩行者

後遺障害
（意識不明）

男子小学生
無灯火

9,266万円 平成20年6月5日 東京地裁
男性（24歳）
自転車乗用

後遺障害
（言語機能）

男子高校生
通行違反

6,779万円 平成15年9月30日 東京地裁
女性（38歳）
歩行者

死亡
男性
交差点進入

5,438万円 平成19年4月11日 東京地裁
女性（55歳）
歩行者

死亡
男性
信号無視

4,746万円 平成26年1月28日 東京地裁
女性（75歳）
歩行者

死亡
男性
信号無視

○ 被害者が死亡する事故や重大な後遺障害が残る事故では賠償額が高額となるケースもある。

○ 小学生が加害者となる事故も発生している。
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４ 他都道府県の条例制定状況（自転車損害賠償保険加入）

○ 24都道府県において条例制定（令和元年10月現在）

○ 自転車利用者の保険加入義務化は10府県（努力義務は14都道県）
義務化：埼玉県、神奈川県、長野県、静岡県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、鹿児島県

○ 保険加入を義務化した府県における、罰則規定はない。

保険への加入 加入の確認

自転車
利用者

保護者

従事者に
自転車を
利用させ
る事業者

自転車貸
付事業者

小売業者 学校
自転車貸
付事業者

義務化 10 8 10 8 6 0 2

努力義務化 14 8 10 7 7 4 1

規定なし 0 8 3 9 11 20 21
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５－１ 自転車事故の損害賠償保険への加入状況（自転車対歩行者）

○ 「自転車対歩行者」事故の歩行者死亡・重傷事故において、自転車運転者の自転車損害賠償保険等の加
入が確認されたのは、約60％となっている。

「自転車対歩行者」事故の歩行者死亡・重傷事故における自転車運転者の自転車損害賠償保険等の加入状況（平成29年）

加入

181人

60%

未加入

83人

28%

不明

35人

12%

【出典：警察庁】
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５－２ 自転車事故の損害賠償保険への加入状況（条例の効果）

○ 自転車関連事故は減少傾向にあるものの、全国では高額賠償事故も発生しており、被害者救済の観点から
自転車損害賠償保険等の加入の必要性は高い。

○ そのような中、国土交通省が実施したアンケート調査では、条例により加入義務化した調査地域は、努力
義務及び条例のない調査地域と比べ、加入率が高くなっている。

自転車保険の加入について

加入している

741件

59%

加入して

いない

380件

31%

わからない

127件

10%

加入義務

加入している

507件

41%加入していない

602件

48%

わからない

139件

11%

努力義務

加入している

270件

43%加入していない

293件

47%

わからない

61件

10%

条例なし

＜調査概要＞ ※国土交通省調べ

調査方法：インターネットリサーチ会社によるアンケート調査 調査対象者：調査地域に居住している自転車利用者（インターネットリサーチ会社モニター）

対象地域：加入義務（大阪府・兵庫県）、努力義務（千葉県・東京都）、条例なし（神奈川県） 回答者数：3,120人 実施時期：2018年11月19日～2018年11月20日
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＜調査概要＞ ※国土交通省調べ

調査方法：インターネットリサーチ会社によるアンケート調査 調査対象者：調査地域に居住している自転車利用者（インターネットリサーチ会社モニター）

対象地域：加入義務（大阪府・兵庫県）、努力義務（千葉県・東京都）、条例なし（神奈川県） 回答者数：3,120人 実施時期：2018年11月19日～2018年11月20日

５－３ 自転車事故の損害賠償保険への加入状況（条例の認知度）

○ アンケート結果では、自転車損害賠償保険等の加入について「知らなかった」と回答したのは、加入義務
の自治体が３３％、努力義務の自治体が６３％となっている。

○ アンケート結果では、加入義務の自治体の方が条例の認知度が高い。

自転車損害賠償保険等の加入に関する条例の認知度について

知っていた

426件

34%

なんとなく知っていた

様な気がする

408件

33%

知らなかった

（このアンケート

で初めて知った）

414件

33%

加入義務

知っていた

173件

14%
なんとなく

知っていた

様な気がする

284件

23%

知らなかった

（このアンケートで初

めて知った）

791件

63%

努力義務
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６ 他都道府県の条例制定状況（ヘルメット着用）

○ ヘルメット着用義務化は3府県でいずれも子供が対象（令和元年10月現在）、罰則規定なし。

○ 具体的に「ヘルメット」の記載がない自治体でも「安全利用のために必要な措置を講じる」や「事故の
被害を軽減するための器具の使用に努める」等の規定を設けている。

ヘルメット着用に関する規定

自転車
利用者

高齢者
子供への
着用

家族等の
高齢者への
助言

自転車貸付
事業者の
利用者への
助言

小売事業者
の購入者へ
の助言

義務化 0 0 3 0 0 0

努力義務化 6 4 10 12 2 1

規定なし 18 20 11 12 21 21
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７ 自転車乗用中死者・負傷者及びヘルメット着用状況別の人身損傷主部位

自転車乗用中死者・負傷者の人身損傷主部位比較
（平成26年～平成30年合計）

ヘルメット着用状況別自転車乗用中死者の
人身損傷主部位比較

（平成26年～平成30年合計）

頭部

1,555人

61%

頭部

1,555人

11%

頸部

165人

6%

頸部

53,338人

11%

胸部

305人

12%

胸部

23,168人

5%

腰部

139人

5%

腰部

43,927人

9%

腕部

4人

0%

腕部

94,148人

20%

脚部

18人

1%

脚部

170,661人

36%

その他

367人

14%

その他

29,327人

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死者

負傷者

頭部

43人

44%

頭部

1,500人

62%

頸部

9人

9%

頸部

155人

6%

胸部

24人

25%

胸部

279人

11%

腰部

7人

7%

腰部

131人

5%

腕部

0人

0%

腕部

3人

0%

脚部

0人

0%

脚部

18人

1%

その他

14人

14%

その他

349人

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

着用

非着用

注 ・「人身損傷種部位」とは、損傷程度が最も重い部位（死亡の場合は致命傷の部位）
をいう。
・「その他」とは、顔部、腹部等をいう。

注 ・「着用不明」は除く。

（2,553人）

（467,596人）

（97人）

（2,435人）

【出典：警察庁】
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【出典：警察庁】

８ 自転車乗用中のヘルメット着用状況別の致死率

0.20%

0.52%

0.00%

0.10%

0.20%

0.30%

0.40%

0.50%

0.60%

着用 非着用

約2.5倍

ヘルメット着用状況別の致死率比較（平成21年～平成30年合計）

注 ・「致死率」とは、死傷者のうち死者の占める割合をいう。
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17

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
一
般
）
　
一
部
抜
粋
 

1
自
転
車
は
車
道
の
右
側
を
走
る
の
か
左
側
を
走
る
の
か
分
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
曲
が
り
角
で
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
、
又
は
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
大
人
に
は
指
導
す
る
機
会
が
な
い
で
す
が
小
、
中
、
高
と
交
通
安
全
と
ル
ー
ル
を
指
導
す
る
機

会
を
作
る
べ
き
で
す
。

2
小
、
中
、
高
（
学
校
）
と
す
べ
て
の
子
供
、
高
齢
者
は
特
に
自
転
車
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
べ
き
。
自
分
の
子
供
に
も
自
転
車
に

乗
る
時
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
教
え
て
い
る
が
や
は
り
そ
れ
だ
け
で
は
不
安
も
あ
る
。

3
自
転
車
に
乗
る
人
が
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
な
い
よ
う
な
教
育
、
す
べ
て
の
自
転
車
に
乗
る
人
へ
の
交
通
ル
ー
ル
等
の
徹
底
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
（
歩
道
を
高
速
で
走
ら
な
い
、
逆
走
、
右
側
通
行
を
し
な
い
等
）
。

4
通
勤
中
、
自
転
車
に
乗
る
人
が
危
険
な
運
転
を
し
て
い
て
と
て
も
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
。
免
許
も
な
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
た

め
と
て
も
危
険
。
特
に
田
舎
は
道
路
が
狭
く
自
転
車
と
自
動
車
と
歩
行
者
が
共
有
で
き
る
環
境
が
全
く
整
っ
て
い
な
い
。
今
の
ま
ま
利

用
だ
け
推
進
す
る
の
は
絶
対
に
や
め
て
ほ
し
い
。

5
自
転
車
の
活
用
を
推
進
さ
せ
る
の
は
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
も
若
い
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
音
楽
な
ど
を
聞
き
な
が
ら

乗
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
残
念
な
思
い
が
し
ま
す
。
何
か
い
い
手
立
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

6
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
な
が
ら
自
転
車
の
通
行
は
危
な
い
の
で
、
必
ず
止
め
る
よ
う
呼
び
か
け
を
行
う
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

7
雨
天
時
の
場
合
雨
カ
ッ
パ
の
着
用
を
徹
底
し
傘
を
使
用
し
な
い
こ
と
。
高
齢
者
（
女
の
人
）
の
人
は
自
転
車
の
利
用
が
多
い
の
で
す
が

ル
ー
ル
を
案
外
知
ら
な
い
よ
う
で
す
。

8
歩
行
者
分
離
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
、
通
常
の
交
差
点
で
の
自
転
車
が
見
る
信
号
機
は
ど
れ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
う
。
は
っ

き
り
指
導
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
書
い
て
あ
る
自
転
車
の
意
味
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
た
も
の
を
見
た
事
が
な
い
し
指
導
さ
れ
た
事
も
な
い
。

9

歩
道
を
通
っ
て
い
る
自
転
車
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ル
ー
ル
違
反
な
の
で
し
ょ
う
が
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
は
そ
ち
ら
を
走
っ

て
く
れ
た
方
が
安
心
で
き
ま
す
。
自
転
車
は
歩
行
者
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ど
ち
ら
か
ら
も
邪
険
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
自
転
車
専
用
を
主
要
道
路
だ
け
で
も
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
転
車
は
「
車
両
」
と
認
識
し
て
い
な
い
利
用

者
が
多
い
の
も
問
題
か
と
思
い
ま
す
。

11
学
生
の
通
学
時
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
の
で
学
校
等
で
の
交
通
ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
教
育
し
て
ほ
し
い
。

12

ス
マ
ホ
を
聞
き
な
が
ら
の
人
（
特
に
学
生
）
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
外
の
音
が
全
く
聞
こ
え
て
な
い
と
思
う
の
で
本
当
に
危
な
い
で

す
。
ま
た
、
運
転
し
て
い
て
細
か
い
す
じ
道
か
ら
出
る
時
な
ど
、
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
り
ヒ
ヤ
リ
と

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
自
転
車
の
乗
り
方
を
徹
底
し
て
教
え
た
方
が
子
供
の
命
を
守
る
為
に
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
転
車
の
乗
り
方
の
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。

13
右
側
通
行
等
の
ル
ー
ル
違
反
の
取
締
り
が
甘
く
利
用
者
も
認
識
の
乏
し
い
方
を
見
か
け
る
。

14
免
許
返
納
後
に
活
用
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
無
灯
火
etc.マ

ナ
ー
の
悪
さ
も
目
に
つ
き
ま
す
。

安
心
し
て
自
転
車
に
乗
れ
る
街
づ
く
り
を
、
道
路
を
お
願
い
し
ま
す
。

15
歩
行
中
に
横
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
り
過
ぎ
て
行
く
行
為
が
危
険
で
す
。
い
つ
も
ヒ
ヤ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
い
。
信
号
無
視
の

自
転
車
が
多
い
。
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
教
育
を
お
願
い
し
た
い
。

16
自
転
車
が
い
き
な
り
飛
び
出
し
て
き
た
り
信
号
無
視
な
ど
が
な
く
な
る
と
車
を
運
転
す
る
側
も
安
全
に
運
転
出
来
る
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
（
呼
び
か
け
な
ど
）
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て
ほ
し
い
。

17
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
…
な
が
ら
運
転
の
禁
止
等
（
特
に
高
校
生
の
ス
マ
ホ
）
。

宮
崎
市
内
で
歩
道
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
る
自
転
車
が
怖
い
と
宮
崎
市
内
に
住
む
娘
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

狭
い
道
か
ら
車
で
大
通
り
に
出
よ
う
と
す
る
と
よ
く
自
転
車
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

18
車
道
、
歩
行
者
道
に
段
差
の
あ
る
道
路
を
ス
マ
ホ
片
手
に
自
転
車
を
乗
っ
て
く
る
人
と
す
れ
違
う
時
と
て
も
危
険
に
感
じ
ま
す
（
前
を

見
て
い
な
い
）
。
ま
し
て
、
坂
道
を
片
手
運
転
し
て
い
ま
す
。
大
人
も
（
若
い
人
）
、
学
生
さ
ん
も
、
事
故
に
な
る
前
に
ど
う
に
か
な

ら
な
い
か
と
…
。

19
自
転
車
の
マ
ナ
ー
が
悪
す
ぎ
る
。
特
に
若
年
層
(学

生
含
む
)。

イ
ヤ
ホ
ン
は
禁
止
に
し
て
自
動
車
同
様
に
罰
則
を
設
け
て
欲
し
い
。

20
若
者
の
自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー
の
改
善
や
教
育
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
ま
ま
交
差
点
進
入
等
、
ヒ
ヤ
リ
と
す
る

こ
と
が
多
く
感
じ
る
。

21
自
転
車
も
車
道
を
走
る
よ
う
に
な
り
車
の
運
転
が
怖
い
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
多
い
。
赤
信
号
で
も
我
が
物
顔
で
走
る

人
、
飛
び
出
し
。
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
事
。

22
歩
道
を
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
自
転
車
に
乗
る
人
の
教
育
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

23
学
生
時
代
に
自
転
車
活
用
し
て
い
た
時
と
自
動
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
自
転
車
の
乗
り
方
の
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
並
列
・
無
灯

火
・
飛
び
出
し
怖
い
な
と
思
い
ま
す
。
今
、
歩
車
分
離
と
な
っ
て
い
る
交
差
点
が
多
い
よ
う
で
す
。

宮
崎
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画
　
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
一
部
抜
粋

1
小
・
中
・
高
校
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
が
悪
く
感
じ
ま
す
。

若
者
や
高
齢
者
の
自
転
車
事
故
が
再
教
育
や
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
啓
発
が
重
要
。

2
ま
ず
、
警
察
官
が
自
転
車
に
て
巡
回
す
る
際
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
、
歩
道
を
走
行
し
て
い
る
う
え
に
逆
走

し
て
い
る
の
を
多
々
見
か
け
ま
す
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
県
民
に
ル
ー
ル
が
浸
透
し
て
い
な
い
の
は
そ
れ
が
原
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

3
宅
配
業
者
に
対
し
て
は
、
リ
ヤ
カ
ー
牽
引
状
態
で
は
歩
道
走
行
で
き
な
い
こ
と
を
警
察
か
ら
の
指
導
で
厳
格
に
知
ら
し
め
る
べ
き
。

自
転
車

利
用

者
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
違

反
に

関
す

る
意
見
(50/113)
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宮崎県自転車活用推進計画の概要

１．総論

３．自転車活用推進計画の施策体系

（１）計画の趣旨 （２）計画期間 （３）計画の位置づけ
自転車の活用を総合的かつ計画
的に推進することを目的として、本
県の現状と課題、地域特性や地域
資源を生かした目標や施策の方向
性を示すもの

長期的な視点にたち
２０２８年度まで

自転車活用推進法第10条に基づいて定めるも
のであり、国の自転車活用推進計画を勘案しつ
つ、宮崎県総合計画未来みやざき創造プラン等
と整合を図った宮崎県の自転車活用を推進する
施策に関する最上位計画として位置付け

目標１ サイクルツーリズムの推進による観光振興と地域活性化 目標２ 自転車を利用しやすい都市環境の形成

目標３ 自転車事故のない安全で安心な社会の実現

目標４ 自転車を活用したスポーツ活動と健康づくりの推進

施策 １ 地域の魅力を生かしたサイクルツーリズムの推進
施策 ２ スポーツキャンプ・合宿の誘致

施策 ３ 自転車通行空間の計画的な整備推進

施策 ４ 路外駐車場の整備及び違法駐車取締りの推進による
自転車通行空間の確保

施策 ５ まちづくりと連携した総合的な取組の実施

施策 ６ 交通安全意識の向上に資する広報啓発活動や指導・
取締りの重点的な実施

施策 ７ 学校における交通安全教室の開催等の推進
施策 ８ 高い安全性を備えた自転車の普及促進
施策 ９ 災害時における自転車の活用の検討

施策１０ 自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進
施策１１ サイクルスポーツの推進
施策１２ 自転車通勤の促進

４．計画の推進方策

２．自転車を取り巻く現状と課題

（１）人口動向
（２）地理的特性及び自然環境
（３）自転車の利用状況

（１）計画の推進体制

○県内の市町村、県の関係部署、関係団体と
連携して施策を推進

（２）計画のフォローアップと見直し
○計画の進捗状況に関するフォローアップを実施
○計画期末までに、施策の効果に関する評価を行うとともに、計画の見直しを行う

【指 標】モデルルートにおける自転車通行空間の整備を推進
0km （2018年） → 120km（2028年）
県内におけるモデルルートの設定
10コース（2018年） → 20コース（2028年）

【主な取組】○県内における先進的なサイクリング環境の創出を目指すモデルルート
の設定と整備等の促進

○交通結節点等におけるサイクリスト受入サービスの充実

【指 標】人身事故のうち、自転車関連事故の割合
10.5％（2018年） → 5％（2028年）
県内の公立小中学校における通学路の安全点検の実施
341校（100％）（2018年） →全校（100％）（2028年）

【主な取組】○自転車安全利用五則の活用等による通行ルールの周知
○自転車通学・通行の視点を踏まえた通学路の安全点検実施

【指 標】 自転車活用推進計画を策定した市町村数
0（2018年） →26（2028年）

【主な取組】 ○自転車通行空間の整備推進
○違法駐車違反取締りの積極的な推進

【指 標】週に１回以上運動している人の割合を増やす(抜粋）
20～64歳男性 50.4％（2016年）→66％（2028年）

女性 48.6％（2016年）→61％（2028年）
【主な取組】○「SALKO」を活用した健康長寿社会のための支援

○アスリート育成に向けたサイクルスポーツの推進

目指すべき姿 ： 誰もが安全・快適に自転車を活用することができる「自転車パラダイスみやざき！」の実現
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検討事項（論点）

【論点１】 交通ルールの遵守・マナーの向上

○ 自転車利用者等に対する啓発
○ 保護者・学校の長・事業者、交通安全団体等の行う交通安全教室

【論点２】 乗車用ヘルメットの着用の促進

○ 乗車用ヘルメットの効果・重要性
○ 着用対象の範囲

【論点３】 自転車損害賠償保険への加入促進

○ 加入の義務化・努力義務化
○ 加入対象の範囲
○ 加入の確認・加入促進を行う者の範囲

【論点４】 自転車の点検整備の促進

○ 自転車の点検整備に関する自転車利用者・保護者・自転車販売店等の役割


